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◇
第
２
展
示
室

22014. 夏

「
等
伯
に
続
く
長
谷
川
派
の
絵
師
た
ち
」

９
月
13
日
（
土
）
～
10
月
26
日
（
日
）

　

当
館
は
来
年
開
館
20
周
年
を
迎
え
ま
す
。
今
春
に
プ
レ

特
別
展
「
長
谷
川
等
伯
展
～
そ
の
多
才
な
画
業
～
」
を
開

催
し
ま
し
た
が
、今
回
は
そ
れ
に
続
く
ミ
ニ
特
集
展
示
で
す
。

　

長
谷
川
等
伯
（
１
５
３
９
～
１
６
１
０
）
は
、
す
で
に

20
歳
代
に
は
信
春
の
名
で
絵
仏
師
と
し
て
活
躍
。
そ
の
頃

に
は
能
登
と
都
を
往
来
し
、
30
歳
代
中
頃
に
正
式
に
都
へ

移
住
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
一
時
期
狩
野
派
に
学
ん
だ

と
さ
れ
ま
す
が
、
当
時
一
級
の
文
化
人
た
ち
と
交
流
し
、

長
谷
川
派
を
成
し
て
豊
臣
秀
吉
な
ど
の
御
用
も
務
め
ま
し

た
。

　

で
は
、
等
伯
が
移
住
し
た
後
、
能
登
で
の
長
谷
川
派
は

ど
う
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
京
都
で
等
伯
か
ら
学

ん
だ
長
谷
川
派
の
絵
師
た
ち
は
、
ど
ん
な
作
品
を
描
い
た

の
で
し
ょ
う
か
。

　

本
展
で
は
、
そ
れ
ら
長
谷
川
派
の
作
品
に
、
等
伯
の
信

春
時
代
作
品
「
海
棠
に
雀
図
」（
個
人
蔵
）、「
愛
宕
権
現

図
」（
当
館
蔵
）、
今
年
２
月
の
調
査
で
新
た
に
確
認
さ
れ

た
、
養
父
・
宗
清
の
新
出
作
品
１
点
を
加
え
た
10
点
を
紹

介
し
ま
す
（「
複
製
松
林
図
屏
風
」
含
む
）。

■
長
谷
川
宗
清
■

　

長
谷
川
宗
清
（
１
５
０
７
～
７
１
）
は
等
伯
の
養
父
で
、

雅
号
は
道
浄
。
プ
ロ
の
絵
師
で
す
が
、
史
料
に
は
染
色
業

を
営
ん
で
い
た
と
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。
等
伯
が
信
春
の

名
で
活
動
し
て
い
た
能
登
時
代
に
画
技
を
指
導
し
、
大
き

な
影
響
を
与
え
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
等
伯
と
の
合
作
ら
し

き
作
品
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

養
父
・
宗
清
の
新
発
見
作
品
、
初
公
開
！

「
日
蓮
聖
人
像
」
長
谷
川
宗
清
（
道
浄
）
筆

高
岡
市
・
妙
傳
寺
蔵

　

本
図
は
今
年
２
月
の
調
査
に
よ
っ
て
、
等
伯
の
養
父
・

宗
清
の
真
筆
と
確
認
さ
れ
ま
し
た
。『
法
華
経
』
巻
を
左

手
に
持
し
て
説
法
す
る
日
蓮
聖
人
の
姿
で
、
左
下
部
に

「
道
浄
筆
六
十
一
歳
」
の
墨
書
と
「
宗
清
」
印
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
時
、
等
伯
は
29
歳
で
す
。
そ
の
翌
年
、
信
春
時

代
の
代
表
作
「
涅
槃
図
」（
羽
咋
市
・
妙
成
寺
蔵
）
や
「
法

華
経
本
尊
曼
荼
羅
図
」（
京
都
市
・
妙
傳
寺
蔵
）
を
描
き
、

独
り
立
ち
し
て
見
事
な
絵
師
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
宗
清

は
、
本
図
制
作
の
４
年
後
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。

■
長
谷
川
等
誉
■

　

長
谷
川
等
誉
（
？
～
１
６
３
６
）
は
、
桃
山
～
江
戸
初

期
に
能
登
を
中
心
に
活
躍
し
た
絵
師
で
す
。
長
谷
川
家
菩

提
寺
・
長
壽
寺
（
七
尾
市
）
の
過
去
帳
に
名
前
が
あ
り
、

作
品
に
は
等
伯
の
後
を
追
随
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
、
等
伯

移
住
後
に
能
登
で
の
長
谷
川
派
を
継
承
し
た
人
物
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

七
尾
市
指
定
有
形
文
化
財

「
涅
槃
図
」
長
谷
川
等
誉
筆
　
七
尾
市
・
東
嶺
寺
蔵

　
「
涅
槃
図
」
は
釈
尊
が
涅
槃
に
入
る
場
面
を
描
い
た
も

の
で
、
横
た
わ
る
釈
尊
の
周
り
に
は
、
諸
尊
や
仏
弟
子
、

鳥
獣
な
ど
、
会
衆
た
ち
も
悲
し
ん
で
集
ま
っ
て
き
て
い
ま

す
。
等
誉
の
「
涅
槃
図
」
は
５
点
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

本
図
は
し
っ
か
り
と
着
色
さ
れ
た
作
品
で
、
会
衆
た
ち
は

と
て
も
細
か
く
描
写
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
長
谷
川
左
近
■

　

長
谷
川
左
近
（
１
５
９
３
～
？
）
は
雅
号
を
等
重
と
い

い
、
久
蔵
、
宗
宅
、
宗
也
と
続
い
て
等
伯
の
４
男
と
見
ら

れ
て
い
ま
す
。
等
伯
が
「
自
雪
舟
五
代
」
と
称
し
た
後
を

継
ぐ
よ
う
に
、「
自
雪
舟
六
代
」
を
名
乗
り
ま
し
た
。
京

都
大
徳
寺
の
住
職
・
沢
庵
和
尚
が
着
賛
し
た
屏
風
や
、
歌

仙
図
な
ど
の
優
品
が
数
点
現
存
し
て
い
ま
す
。

「
波
龍
図
屏
風
」
長
谷
川
左
近
（
等
重
）
筆

和
歌
山
県
・
金
剛
三
昧
院
蔵

　

本
図
は
一
部
に
金
泥
が
刷
か
れ
た
水
墨
画
で
、
両
隻
に

「
長
谷
川
」
朱
文
二
重
円
形
印
と
「
等
重
」
朱
文
二
重
方

形
印
が
捺
さ
れ
、
長
谷
川
左
近
の
筆
と
分
か
り
ま
す
。
右

隻
と
左
隻
の
龍
は
、
波
浪
の
中
で
向
か
い
合
う
よ
う
に

悠
々
と
描
か
れ
て
い
ま
す
。緊
張
感
の
あ
る
等
伯
筆
の「
波

龍
図
屏
風
」（
京
都
市
・
本
法
寺
蔵
）
と
は
異
な
り
、
本

平
成
26
年
７
月
３
日
（
木
）
～

　
　
　
　
　
　

10
月
26
日
（
日
）

休
館
日
に
つ
い
て
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
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図
の
龍
は
ど
こ
か
愛
嬌
の
あ
る
表
情
が
特
徴
的
で
す
。

■
長
谷
川
等
言
■

　

長
谷
川
等
言
は
生
没
年
が
不
詳
な
が
ら
、
史
料
に
よ
る

と
等
権
と
号
し
、
水
墨
の
人
物
を
得
意
と
し
、
元
和
年
間

（
１
６
１
５
～
２
４
）
頃
に
活
動
し
た
絵
師
と
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
江
戸
下
谷
養
玉
院
に
は
、
天
海
僧
正
の
賛
が
あ
る

「
涅
槃
像
」
が
あ
る
と
の
記
述
も
あ
り
、
同
図
は
今
も
同

寺
に
現
存
し
て
い
ま
す
。

「
達
磨
図
」
長
谷
川
等
言
（
等
権
）
筆

金
沢
市
・
妙
慶
寺
蔵

　

本
図
は
朱
衣
を
着
し
た
立
姿
の
達
磨
を
画
面
い
っ
ぱ
い

に
描
い
た
も
の
で
、
左
隅
下
方
に
「
長
谷
川
」
朱
文
二
重

長
方
形
印
と
「
等
権
」
朱
文
方
形
印
が
捺
さ
れ
、
長
谷
川

等
言
の
作
と
分
か
り
ま
す
。太
く
長
く
垂
れ
下
が
る
眉
毛
、

ギ
ョ
ロ
リ
と
見
開
く
目
、
固
く
結
ば
れ
た
口
、
そ
れ
に
口

や
顎
・
頬
の
ヒ
ゲ
、
耳
輪
な
ど
、
達
磨
図
特
有
の
図
様
で

す
。体
躯
の
造
形
は
ド
ッ
シ
リ
と
し
て
風
格
が
あ
り
ま
す
。

同
時
開
催

　
「
絵
の
ち
か
ら～近

世
か
ら
現
代
作
家
ま
で
～
」

　

美
術
作
品
に
は
様
々
な
〝
ち
か
ら
〟
が
あ
り
ま
す
。
私

た
ち
を
元
気
づ
け
た
り
、
感
動
さ
せ
た
り
、
心
和
ま
せ
て

く
れ
た
り
、
時
に
は
考
え
さ
せ
ら
れ
た
り
…
。
本
展
で
は

当
館
収
蔵
作
品
の
内
、
近
世
・
現
代
作
家
の
絵
画
か
ら
、

絵
の
持
つ
ち
か
ら
と
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

洋
画
「
見
透
せ
ぬ
窓
」
前
田
さ
な
み

　

作
者
は
「
見
透
せ
ぬ
窓
」
シ
リ
ー
ズ
で
、
戦
争
や
犯
罪

が
絶
え
な
い
世
界
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
続
け
て
い
ま

す
。
降
り
積
も
る
白
い
雪
に
残
る
弾
痕
、
多
く
の
犠
牲
を

想
起
す
る
赤
黒
い
絵
の
具
…
し
か
し
、
そ
の
中
に
は
人
々

の
祈
り
、
希
望
を
込
め
た
仏
の
姿
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

日
本
画
「
鯉
」
福
田
平
八
郎
（
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

　

鯉
は
作
者
が
好
ん
だ
画

題
の
一
つ
で
す
。
ゆ
っ
た

り
と
と
ど
ま
る
鯉
、
よ
く

見
る
と
水
は
一
切
描
か
れ

て
い
ま
せ
ん
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
私
た
ち
は
こ
の

絵
か
ら
水
を
感
じ
ま
す
。

ま
た
、
右
上
に
描
か
れ
た

新
緑
の
紅
葉
は
、
画
面
に

初
夏
の
清
涼
感
を
与
え
て

い
ま
す
。

洋
画
「
老
匠
」
八
野
田
　
博

　

作
者
は
人
物
画
を
多
く
描
き
ま
し
た
が
、
本
図
は
そ
の

中
で
も
数
少
な
い
男
性
像
で
す
。
モ
デ
ル
は
刃
物
な
ど
を

研
ぐ
「
目
立
（
め
だ
て
）」
の
老
人
で
す
。
眼
鏡
か
ら
覗

く
鋭
い
目
、
伸
び
た
白
い
髭
、
力
強
く
ヤ
ス
リ
を
握
る
手

か
ら
は
、
職
人
と
し
て
の
年
輪
と
自
信
が
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。

◇
共
通
観
覧
料 

個　

人

団　

体

一　

般

５
０
０
円

４
０
０
円

大
高
生

３
５
０
円

３
０
０
円

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。
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「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

　

～
池
田
文
夫
氏
の
こ
こ
ろ
、
こ
こ
に
集
う
～
」

７
月
18
日
（
金
）
～
９
月
７
日
（
日
）

　
「
美
術
品
を
蒐
集
す
る
」
活
動
は
、
洋
の
東
西
を
問
わ

ず
古
代
よ
り
政
治
家
な
ど
の
権
力
者
や
学
者
な
ど
の
知
識

人
た
ち
に
よ
る
先
例
が
み
ら
れ
、
日
本
に
お
い
て
も
正
倉

院
御
物
や
東
山
御
物
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
人
び
と
の

い
と
な
み
の
中
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

や
が
て
市
民
文
化
が
発
達
す
る
と
、
一
般
庶
民
も
自
ら

の
好
み
に
応
じ
た
様
々
な
文
物
を
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
す
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
近
代
以
降
、
特
に
美
術
品
に
お
い
て
は

数
寄
者
と
呼
ば
れ
る
実
業
家
た
ち
が
そ
の
担
い
手
と
な
っ

て
、
数
多
く
の
作
品
を
蒐
集
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
た

め
現
在
、
各
地
に
所
在
す
る
美
術
館
の
中
に
は
、
こ
れ
ら

実
業
家
た
ち
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
母
体
と
な
っ
て
い
る
も

の
も
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　

当
館
が
開
館
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
も
、
実
業
家

が
蒐
集
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
寄
附
で
し
た
。
そ
の
人
物

こ
そ
、
今
回
の
展
覧
会
名
に
も
な
っ
て
い
る
池
田
文
夫
氏

（
１
９
０
７
～
８
７
）
な
の
で
す
。

　

池
田
氏
は
明
治
40
年
七
尾
市
生
ま
れ
。
紡
績
を
志
し
て

岐
阜
県
大
垣
市
で
和
光
紡
績
株
式
会
社
を
設
立
、
中
部
地

方
き
っ
て
の
経
済
人
と
し
て
活
躍
し
ま
す
。
大
垣
市
の
産

業
発
展
に
大
い
に
帰
依
す
る
一
方
で
、
故
郷
で
あ
る
七
尾

市
に
も
数
々
の
貢
献
を
行
い
、
七
尾
市
名
誉
市
民
に
も
推

挙
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
氏
が
生
涯
を
掛
け
て
取
り
組
ん
だ
の
が
、
美
術
品

の
蒐
集
で
し
た
。
各
作
品
を
こ
よ
な
く
愛
し
た
氏
は
若
い

頃
よ
り
蒐
集
活
動
を
始
め
、
日
本
・
東
洋
・
西
洋
な
ど
幅

広
い
範
囲
で
、
数
多
く
の
品
々
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

　

氏
の
没
後
の
昭
和
63
年
（
１
９
８
８
）、
蒐
集
さ
れ
た

美
術
品
の
内
、１
２
５
点
が
七
尾
市
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

氏
の
名
を
採
っ
て
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
命
名
さ
れ
、

平
成
７
年
に
開
館
し
た
当
館
の
中
核
所
蔵
品
に
位
置
付
け

ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
池
田
家
の
皆
さ
ま
の
引
き
続
い
て

の
ご
厚
意
に
よ
り
、
当
館
の
節
目
ご
と
に
追
加
寄
附
が
行

わ
れ
て
内
容
が
拡
充
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
現
在
、
２
０
４

点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

池
田
氏
が
活
躍
し
た
岐
阜
県
美
濃
地
方
ゆ
か
り
の
陶
磁

器
や
近
現
代
絵
画
、
肉
筆
浮
世
絵
、
そ
し
て
漆
器
「
根
来
」

な
ど
、
多
彩
な
内
容
で
構
成
さ
れ
る
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
」。
そ
の
一
品
ご
と
に
、
き
ち
ん
と
整
え
ら
れ
た
収
納

箱
や
梱
包
道
具
、
一
字
一
字
愛
情
込
め
て
書
か
れ
た
箱
書

や
添
書
な
ど
を
み
る
に
つ
け
、
美
術
品
を
心
よ
り
愛
し
、

終
始
優
し
い
眼
差
し
で
見
続
け
て
き
た
氏
の
姿
を
思
い
描

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

本
展
で
は
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
よ
り
、
工
芸
や
絵

画
・
彫
刻
な
ど
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
で
優
品
の
数
々
を
紹
介

し
ま
す
。
作
品
に
込
め
ら
れ
た
、
池
田
氏
の
「
こ
こ
ろ
」。

ぜ
ひ
と
も
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

◇
共
通
観
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料 

「
主
張
す
る
美
術
～
所
蔵
現
代
作
品
よ
り
～
」

７
月
23
日
（
水
）
～
９
月
７
日
（
日
）

　

絵
画
・
彫
刻
・
工
芸
・
書
・
写
真
な
ど
、
様
々
な
ジ
ャ

ン
ル
に
分
類
さ
れ
る
美
術
工
芸
品
。
多
彩
な
材
料
や
技
法

を
下
地
に
、
様
々
な
作
家
た
ち
の
手
が
加
わ
る
こ
と
に

よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
作
品
群
は
、
ま
さ
に
バ
ラ
エ
テ
ィ

豊
か
の
ひ
と
こ
と
で
す
。

　

作
品
は
作
家
た
ち
の
声
の
代
弁
で
あ
り
、
形
あ
る
限
り

時
代
を
超
え
て
彼
ら
の
想
い
を
主
張
し
続
け
ま
す
。
そ
の

主
張
は
、
あ
る
作
品
は
優
し
く
、
あ
る
作
品
は
激
し
く
と

実
に
様
々
で
す
が
、「
観
る
者
に
何
か
を
訴
え
、
そ
し
て

感
銘
を
与
え
て
き
た
」
点
に
お
い
て
は
、
共
通
し
て
い
る

と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ま
で
「
能
登
に
ゆ
か
り
の
あ
る
作
品
の
紹
介
」
を

主
要
テ
ー
マ
に
、関
連
す
る
様
々
な
作
品
や
資
料
を
収
集
・

展
示
し
て
き
た
当
館
。
お
か
げ
様
を
も
ち
ま
し
て
、
今
年

で
開
館
19
年
と
な
り
ま
す
。
そ
の
間
、
多
く
の
方
々
の
ご

厚
意
に
よ
り
、
能
登
地
区
の
総
合
美
術
館
と
し
て
幅
広
い

ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
を
所
蔵
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

の
点
数
は
現
在
、「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
含
め
て
約

６
８
０
点
を
数
え
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
そ
れ
ら
所
蔵
品
よ
り
絵
画
や
彫
刻
、
工
芸

な
ど
の
現
代
作
品
を
展
示
。
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
よ
り
発
せ

ら
れ
る
、
作
家
た
ち
の
〝
声
〟
を
聞
い
て
く
だ
さ
い
。

※
観
覧
料
は
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
」
と
共
通
料
金
で
す
。

個　

人

団　

体

一　

般

３
５
０
円

２
８
０
円

大
高
生

２
８
０
円

２
２
０
円

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

「カブラ絵合鹿椀」

「色絵龍桐文木瓜形平卓」
粟生屋源右衛門

「納涼美人図」
宮川長春

「たーた (少女 )」岩山豊郁

「Melancholy(Ⅱ)」中村静勇
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第
２
展
示
室
・
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

第
25
回
記
念　

石
川
県
水
墨
画
協
会　

公
募
展

	

７
月
３
日
（
木
）
～
６
日
（
日
）　

　

年
齢
・
性
別
を
問
わ
ず
、
石
川
県
内
に
在
住
す
る
一
般

県
民
を
対
象
と
し
た
水
墨
画
の
公
募
展
で
、
受
賞
作
・
能

登
地
区
出
品
者
作
品
を
中
心
に
、
約
１
０
０
点
を
展
示
し

ま
す
。
今
年
は
第
25
回
の
記
念
展
と
な
り
、
石
川
県
立
美

術
館
、
七
尾
美
術
館
、
加
賀
市
美
術
館
の
３
会
場
の
巡
回

と
な
り
ま
す
（
石
川
県
立
美
術
館
は
既
に
終
了
）。

　

会
派
を
越
え
て
の
展
覧
と
な
り
ま
す
の
で
、
是
非
こ
の

機
会
に
水
墨
画
の
世
界
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

主　

催　

石
川
県
水
墨
画
協
会

連
絡
先　

石
川
県
水
墨
画
協
会　

事
務
局　

佐
藤
剛
志

　
　
　
　

☎
０
７
６
１
（
55
）
５
２
９
９

　

第
20
回
記
念 

七
尾
美
術
作
家
協
会
展 　
　

　
　
　
　

～
先
人
の
代
表
作
・
特
別
展
示
～

 

７
月
９
日
（
水
）
～
13
日
（
日
）

　

協
会
結
成
20
年
の
節
目
に
あ
た
り
、
今
日
の
七
尾
市
美

術
文
化
の
礎
を
築
い
て
こ
ら
れ
た
代
表
作
家
の
作
品
（
七

尾
美
術
館
所
蔵
作
品
＝
日
本
画
２
点
、
洋
画
３
点
、
彫
刻

３
点
、
書
２
点
の
10
点
を
含
む
）、
14
名
の
名
品
を
一
堂

に
展
示
し
ま
す
。
会
員
83
名
の
近
作
（
日
本
画
11
点
、
洋

画
19
点
、
彫
刻
７
点
、
工
芸
６
点
、
書
31
点
、
写
真
９
点
）

を
展
示
開
催
し
ま
す
。
能
登
最
大
の
美
術
展
覧
会
を
市
民

の
み
な
ら
ず
、
県
内
外
の
多
く
の
皆
様
に
ご
鑑
賞
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
念
じ
て
い
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご

来
館
く
だ
さ
る
よ
う
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

主　

催　

七
尾
美
術
作
家
協
会　
（
会
長　

吉
田 

隆
）

連
絡
先　

七
尾
美
術
作
家
協
会　

事
務
局　

内
藤
雄
鵬

　
　
　
　

☎
０
７
６
７
（
52
）
４
７
５
５

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

第
19
回　

七
尾
日
創
展

 

７
月
18
日
（
金
）
～
21
日
（
月
・
祝
）

 

初
日
は
午
後
１
時
か
ら
、
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

　

公
募
に
よ
り
県
内
外
か
ら
出
品
さ
れ
た
日
本
画
を
中
心

と
す
る
絵
画
約
60
点
を
展
示
し
ま
す
。
若
さ
あ
ふ
れ
る
作

品
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
の
充
実
し
た
作
品
ま
で
、
個
性
あ
ふ
れ

る
作
品
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

主　

催　

日
創
会

連
絡
先　

三
宅
厚
史　
　

☎
０
７
６
７
（
77
）
１
３
６
８

ア
ー
ト
ホ
ー
ル

　

Little　

Pianist　

Concert　

 Vol.14
 

７
月
6
日
（
日
）　

開
演　

午
後
１
時
30
分

　

緊
張
す
る
け
ど
、楽
し
ん
で
演
奏
で
き
る
と
い
い
な
♪
。

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
さ
ま

ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
演
奏
を
ど
う
ぞ
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

主　

催　

川
部
真
紀

連
絡
先　

川
部
真
紀　
　

☎
０
７
６
７
（
57
）
１
６
４
１

　

ピ
テ
ィ
ナ
・
ピ
ア
ノ
ス
テ
ッ
プ

 

７
月
27
日
（
日
）　

開
演　

午
前
10
時

　

ピ
テ
ィ
ナ･

ピ
ア
ノ
ス
テ
ッ
プ
も
今
回
で
４
回
目
を
迎

え
る
事
と
な
り
ま
し
た
。新
た
な
企
画
で
今
回
は
、フ
ル
ー

ト
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
行
い
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ピ
テ
ィ
ナ
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

主　

催　

全
日
本
ピ
ア
ノ
指
導
者
協
会
（
ピ
テ
ィ
ナ
）

連
絡
先　

平
島
紀
子　

☎
０
９
０
―
１
１
１
０
―
８
７
２
４

　

第
３
回　

大
森
結
城
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
発
表
会

 

８
月
２
日
（
土
）　

開
演　

午
後
2
時

　

子
供
た
ち
の
練
習
成
果
を
発
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

少
し
難
し
い
振
付
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。
楽
し
み
な
が
ら

一
生
懸
命
踊
り
ま
す
。
皆
様
方
に
も
最
後
ま
で
ご
一
緒
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

主　

催　

大
森
結
城
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ

連
絡
先　

大
森
知
音　
　

☎
０
７
６
７
（
53
）
０
４
６
９

　

佐
藤
有
希
子
門
下
生
ピ
ア
ノ
発
表
会

 

８
月
３
日
（
日
）　

開
演　

午
後
１
時
30
分

　

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
、
ピ
ア
ノ
ソ
ロ
・
ピ
ア
ノ
連
弾

で
披
露
す
る
発
表
会
で
す
。
小
さ
な
ピ
ア
ニ
ス
ト
た
ち
が

奏
で
る
音
を
、
ど
う
ぞ
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

主　

催　

佐
藤
有
希
子
門
下
生

連
絡
先　

佐
藤
有
希
子　

☎
０
７
６
７
（
54
）
０
９
５
５

「
お
こ
ぜ
の
会
」
10
周
年
の
つ
ど
い
～
オ
ペ
ラ
を
お
祝
い
に
～

 

８
月
17
日
（
日
）　
記
念
式
典　
　
　
　

午
後
2
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	　
　

	　

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト　

午
後
３
時

　

食
文
化
伝
承
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
『
お
こ
ぜ
の

会
』
も
発
足
し
て
10
年
に
な
り
ま
し
た
。『
10
周
年
の
つ

ど
い
』
に
は
二
期
会
会
員
オ
ペ
ラ
歌
手
、
北
川
辰
彦
・
澤

村
翔
子
ご
夫
妻
を
お
迎
え
し
て
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
も
開
催

し
ま
す
。

主　

催　

お
こ
ぜ
の
会
（
七
尾
市
文
化
協
会
）

連
絡
先　

大
森
カ
ズ　
　

☎
０
７
６
７
（
52
）
４
２
１
４

　

第
18
回　

青
山
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ
発
表
会

 

９
月
７
日
（
日
）　

開
演　

午
後
１
時
30
分

　

踊
る
の
が
大
好
き
な
子
供
た
ち
の
バ
レ
エ
の
発
表
会
で

す
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
か
ら
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
ま
で
一
生

懸
命
練
習
し
て
き
ま
し
た
。
か
わ
い
い
子
供
た
ち
の
練
習

の
成
果
を
是
非
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

主　

催　

青
山
バ
レ
エ

連
絡
先　

津
田
康
子　
　

☎
０
９
０
―
８
２
６
１
―
６
７
９
２

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

貸
館
催
し
物
案
内



62014. 夏

　

等
伯
レ
ジ
ェ
ン
ド
コ
ン
サ
ー
ト

 

９
月
13
日
（
土
）　

開
演　

午
後
１
時
30
分

　

安
土
桃
山
時
代
に
活
躍
し
た
絵
師
長
谷
川
等
伯
、
郷
土

七
尾
で
等
伯
を
彷
彿
と
さ
せ
る
楽
曲
の
演
奏
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
す
。
ど
な
た
で
も
ご
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
是
非

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

主
催
・
連
絡
先　

等
伯
生
誕
の
地
Ｐ
Ｒ
事
業
支
援
委
員
会   

事
務
局

　
　
　
　

築
城
（
つ
い
き
）
☎
０
７
６
７
（
53
）
８
４
３
７

　
１
８
５
回
例
会　

オ
ペ
ラ
と
道
化
師
の
ユ
ニ
ッ
ト　

青
い
卵

　
　
「
い
つ
も
お
２
人
さ
ま
」

 

９
月
20
日
（
土
）　

開
演　

午
後
７
時

　

茶
目
っ
気
た
っ
ぷ
り
の
オ
ペ
ラ
と
お
と
ぼ
け
の
道
化
師

の
や
り
と
り
を
中
心
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
、
セ
リ
フ
の
な

い
シ
ョ
ー
。
ど
こ
か
懐
か
し
い
、
歌
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

が
紡
ぎ
だ
す
温
か
い
空
間
。
聴
い
て
、
観
て
、
感
じ
る
エ

ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
で
す
♪

（
当
日
入
会
の
方
も
入
場
で
き
ま
す
。）

主　

催　

七
尾
子
ど
も
劇
場

連
絡
先　

打
越　

☎
０
９
０
―

２
８
３
１
―

９
２
５
９

　
　
　
　

大
窪　

tom
oe@

notonet.com

　

彩
・
色
・
い
ろ
ん
な
紙
芝
居
フ
ェ
ス
タ

 

９
月
23
日
（
火
・
祝
）				

開
演　

午
前
11
時
・
午
後
２
時

　

日
本
に
し
か
な
い
語
り
の
文
化
「
紙
芝
居
」
を
、「
の

ま　

ひ
ょ
う
し
ぎ
の
会
」
で
演
じ
ま
す
。
小
さ
な
お
子
様

か
ら
大
人
ま
で
全
員
が
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
の

ま
り
ん
」
と
一
緒
に
楽
し
い
ひ
と
時
を
ど
う
ぞ
。

主　

催　

の
ま　

ひ
ょ
う
し
ぎ
の
会

連
絡
先　

福
田
美
江
子　

☎
０
７
６
７
（
57
）
２
５
８
０

　

去
る
４
月
26
日
か
ら
６
月
１
日
ま
で
、
毎
年
恒
例
の
長

谷
川
等
伯
展
を
「
そ
の
多
彩
な
画
業
」
を
サ
ブ
タ
イ
ト
ル

と
し
て
開
催
、《
天
才
絵
仏
師
・
信
春
》《
巧
み
な
る
肖
像

画
》《
華
麗
な
る
金
碧
画
》《
様
々
な
墨
の
表
情
》
の
４
つ

の
テ
ー
マ
で
21
点
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
に
は
七
尾
市
立
田
鶴
浜
小
学
校
５
年
生
の
皆
さ

ん
を
特
別
招
待
。
児
童
代
表
の
言
葉
と
し
て
白
田
萌
果
さ

ん
か
ら
挨
拶
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
は
代
表
の
石
垣
翔
大
さ

ん
、
前
田
望
衣
さ
ん
が
参
加
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
と
う
は
く

ん
」
も
加
わ
り
、
楽
し
い
式
と
な
り
ま
し
た
♪

　

ま
た
、
会
期
中
の
関
連
催
し
に
も
、
多
く
の
方
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

★
４
月
29
日
に
開
催
し
た
「
特
別
講
演
会
」
で
は
、
等
伯

研
究
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
出
光
美
術
館
の
黒
田
泰
三
学

芸
部
長
が
、
等
伯
の
様
々
な
画
業
を
、
狩
野
派
と
の
関
係

を
交
え
な
が
ら
ご
講
演
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
興
味
深
く
聴
き

入
って
、
熱
心
に
メ
モ
を
と
ら
れ
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

★
５
月
18
日
に
開
催
し
た
「
ス
ペ
シ
ャ
ル
講
座
」
に
は
、

県
内
外
か
ら
14
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
最
新
情
報
を
交

え
た
講
座
で
、
展
覧
会
を
更
に
楽
し
く
ご
覧
い
た
だ
け
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

入
場
無
料

入
場
無
料

会
員
限
定

等伯カレンダープレゼントクイズ
正解発表!!

　前号の美術館だよりで実施しましたクイズです
が、なんと応募者ゼロ…。皆様、難しかったでしょ
うか…。しかし、応募はなくともチャレンジしてく
ださった方のために、正解を発表します。

　① 等
とう

伯
はく

画
が

せつ（説）

　② 無
む

ぶん（分）

　③ 矩
く

けい（形）印
いん

　④ 前
まえ

田
だ

利
とし

なが（長）

　⑤ りゅう（柳）橋
きょう

水
すい

車
しゃ

図
ず

屏
びょう

風
ぶ

 答え：林和靖（りんなせい）

林和靖（967-1028）とは？

　和靖は号で、名は逋
ぽ

。中国・北宋代の詩人です。
名勝の地である西湖の近く、街から離れた弧山に居
を構え、客が来ると２羽の鶴を放したといわれてい
ます。「梅が妻、鶴が子」と語り、絵画では梅や鶴
と共に描かれます。
　「四愛図」は林和靖の愛梅の他、陶

とう

淵
えん

明
めい

の愛菊、
周
しゅう

茂
も

叔
しゅく

の愛蓮、黄
こう

山
さん

谷
こく

の愛蘭を画題とし、等伯も
数点制作しており、『等伯画説』にも同画題につい
ての記述がみられます。
　昨年の等伯展では京都・聚光院蔵の「四愛図座屏」
を展示させていただきました。
　プレゼント用のカレンダーは、等伯子どもクイズ
の賞品とさせていただきます。

「
長
谷
川
等
伯
展
」
＆
催
し
終
了
報
告

開会式の様子

展示室の様子
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第15回石川県七尾美術館友の会「鑑賞の旅」のご案内

等伯ゆかりの圓徳院と京都国立博物館の旅
　京都 高台寺塔頭の圓徳院は、豊臣秀吉の正室・ねね(高台院)が晩年を過ご
した隠居寺で、等伯が和尚の留守中に勝手に描いた「山水図襖」を所蔵することでも有名です。素敵なお庭を見ながら、
京都観光おもてなし大使で、国のVISIT JAPAN大使も務められる後藤典生閑栖御住職のお話を聞き、圓徳院の魅力を
体感しましょう(室内の「山水図襖」は複製です)。
　京都国立博物館では、５年前に休館した平常展示館が平成知新館として今年９月にオープンし、特別記念展「京（み
やこ）へのいざない」展が開催されます。「ズラリ国宝、ずらり重文。」のキャッチコピーが示すとおり、国宝が50点余り、
重文が110点余り公開される予定で、まさに名品・名作の総出演です。さらに同博物館の明治古都館（本館）では、修
理完成記念として国宝「鳥獣戯画」も全巻一挙公開されます（展示場面の変更あり）。平安遷都以降千年以上にわたる「日
本の美」を新しく美しい博物館で思う存分堪能できます。
　東山界隈を散策し、賑やかしい秋の京都をご一緒しませんか？　皆様からのお申込みをお待ちしております。

◆　日　程　10月19日（日）【貸切バス利用】　   5：30 出発 　22：00 頃帰着予定
◆　見学地　圓徳院(京都市) ･ 京都国立博物館
◆　参加費　１２，０００円（税込み）
◆　定　員　先着20名（対象は原則として成人）
◆　募　集　７月５日(土) ～９月19日(金)

※参加費をご持参のうえ、当館
　受付までお越しください。
※京都国立博物館では混雑が予
　想されるため、入館時にお待
　ちいただく可能性があります。

参加者
大募集!

ご利用しやすい

日帰り

※バス代・拝観入館料・昼食代・旅行傷害保険料込。
※友の会会員以外の方は左記参加費に1,000円加算となります。

京都国立博物館

「京へのいざない」展覧会チラシ

４
月
か
ら
新
し
い
美
術
財
団
と
な
り
ま
し
た

　

石
川
県
七
尾
美
術
館
は
、
本
市
名
誉
市
民
で
あ
っ
た
池
田
文

夫
氏
の
ご
遺
族
か
ら
の
美
術
品
の
寄
贈
を
契
機
に
、
多
く
の
市

民
の
皆
様
の
熱
い
思
い
を
受
け
、
平
成
７
年
４
月
に
能
登
地
域

の
人
々
の
芸
術
文
化
活
動
の
拠
点
と
な
る
よ
う
な
美
術
館
を
目

指
し
て
開
館
し
ま
し
た
。

　

財
団
法
人
七
尾
美
術
館
は
、
こ
の
七
尾
美
術
館
を
管
理
し
、

優
れ
た
芸
術
文
化
に
触
れ
る
機
会
の
提
供
と
振
興
発
展
に
寄
与

す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
平
成
15
年
に
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

公
の
施
設
の
管
理
運
営
を
営
利
企
業
も
含
め
そ
の
他
の
団
体
に

代
行
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
指
定
管
理
者
制
度
が
導
入
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
元
々
美
術
館
の
管
理
運
営
と
芸
術
文

化
活
動
の
振
興
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
、

多
く
の
実
績
の
あ
る
当
財
団
法
人
七
尾
美
術
館
が
、
改
め
て
指

定
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
平
成
17
年
の
七
尾
市
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
を
受
け
、

七
尾
美
術
館
と
能
登
島
ガ
ラ
ス
美
術
館
で
は
、
財
団
法
人
合
併

推
進
委
員
会
を
組
織
し
、
両
美
術
財
団
の
統
合
を
検
討
し
て
き

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
翌
年
、
公
益
法
人
制
度
改
革
に
よ
り
、
平
成

25
年
11
月
30
日
ま
で
に
新
制
度
法
人
へ
移
行
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
が
法
制
化
さ
れ
、
両
美
術
館
は
合
併
の
協
議
を
行
い

つ
つ
も
、
ま
ず
は
移
行
認
定
の
手
続
き
を
行
い
、
24
年
４
月
か

ら
各
々
公
益
財
団
法
人
へ
移
行
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
紆
余
曲
折
は
あ
り
ま
し
た
が
、
本
年
４
月
１
日

か
ら
七
尾
美
術
館
と
能
登
島
ガ
ラ
ス
美
術
館
を
管
理
運
営
す
る

新
し
い
公
益
財
団
法
人
七
尾
美
術
財
団
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

新
財
団
は
、
こ
れ
ま
で
２
つ
の
財
団
が
培
っ
て
き
た
実
績
を

活
か
し
た
展
覧
会
な
ど
の
開
催
や
Ｐ
Ｒ
、
職
員
の
資
質
向
上
な

ど
に
一
体
と
な
っ
て
取
組
み
、
観
覧
者
数
の
増
加
や
芸
術
文
化

の
情
報
発
信
を
進
め
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
行
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
、
ご
支
援

を
お
願
い
致
し
ま
す
。



　平成26年11月７日（金）～12月14日（日）会期中無休

　平成26年12月19日（金）～平成27年2月15日（日）

855　石川県七尾市小丸山台１丁目１番地
TEL(0767)53-1500 ／ FAX(0767)53-
6262

石川県七尾美術館だより 第 20 号（冬号）
〒926-0855　石川県七尾市小丸山台一丁目１番地
TEL(0767)53-1500 ／ FAX(0767)53-6262
http://nanao-art-museum.jp

石川県七尾美術館だより 第78号（夏号）

平成24年度 春の展覧会予定

2014

７
JULY

◆
７
月
～
９
月
カ
レ
ン
ダ
ー
◆　

※
■
は
休
館
日

◆
開
館
時
間
◆　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　
　
　

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

８
AUGUST

９
SEPTEMBER

◎次号・第79号（秋号）は10月１日発行予定です。

飛行機……羽田空港から能登空港まで約１時間、能登空港から「のと里山海道」（能越自動車道）利用約45分
車…………「のと里山海道」徳田大津J.C.T.又は「能越自動車道」七尾城山I.C.より約15分
タクシー…JR七尾駅から約５分
徒歩………JR七尾駅から約20分
市内循環バスまりん号
　　　　…JR七尾駅前「ミナ．クル」ビル裏バス停から等伯ルート（西回り）「七尾美術館前」下車
ななおコミュニティバスぐるっと7
　　　　…JR七尾駅５番乗り場から西コース「小丸山台１丁目」下車

◆第1・2・3展示室 「2014 イタリア・ボローニャ国際絵本原画展」
　イタリアの古都ボローニャで毎年開催される、絵本原画コンクールの入選作品を紹介します。世界中から応募
があり、今年は23カ国75作家が選ばれました。５枚１組で構成されるイラストはバラエティ豊かで個性に溢れて
います。特別展示は２人の日本人作家です。昨年「ボローニャＳ
Ｍ出版賞」を受賞した刀根里衣はイタリアの出版社から絵本作家
としてデビューし、現在もミラノを拠点に制作しています。これ
までに出版された絵本から、７タイトル36点の原画を紹介します。
そして、2001年にボローニャ展に初入選し、国内外で多くの絵本
を出版している三浦太郎は、今年、ボローニャ市立現代美術館で、
絵本『ワークマン　ステンシル』出版記念展が開催されました。
その関連大型作品も紹介します。絵本コーナーでは、ボローニャ・
ラガッツィ賞受賞絵本など国内外の絵本も多数展示します。印刷
された絵本からは感じることのできない原画の魅力をお楽しみく
ださい。

◆第1展示室 「われら、能登ブランド絵師～近世に活躍したゆかりの画家～」
　「近世に活躍した能登ゆかりの画家」の知名度№１は、やはり長谷川等伯でしょう。
しかし能登では、等伯の他にも数多くのゆかりの画家たちが活躍しています。本展では彼らにス
ポットをあて、所蔵品（等伯を含む）を中心に様々な作品を紹介予定です。

◆第2展示室 「うつしとられた風景～作家の心をつかんだ眺め～」
　誰しも自分だけの「お気に入りの風景」をお持ちのことと思います。それは遠い異郷の地であ
ることもあれば、身近な何気ない風景ということもあるでしょう。本展では所蔵品より、作家た
ちの心を捉え、作品として描かれた様々な風景を紹介します。

割引、プレゼントなど特典いろいろ！
ぜひ当館でもご利用ください。

エントランスホール及びティールー
ムにて、Wi-Fi スポットサービスの

「FREESPOT」をご利用頂けます。

■■
■■
■■■■
■

■

■
■
■
■

■
■■■■■
■

■ ■
■

『世界よ、こんにちは！』
カタリーナ・ヴァルクス（オランダ）

「
蘭
図
」　

山
崎
雲
山　
　

輪
島
市
蔵

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土
1 2

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30


